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総
合
計
画
は
、
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
将
来
像
や
目
標
な
ど
を
定

め
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
手

段
を
総
合
的
・
体
系
的
に
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。
市
の
行
政
運

営
の
指
針
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
計

画
の
最
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る

計
画
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
が
誕
生
し
て
10
年
が
経
過

し
、
こ
の
間
に
本
市
を
取
り
巻
く

社
会
経
済
情
勢
は
著
し
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
の
進
展
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
支
援
や
防
災
へ
の
取
り
組

み
、
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す

る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
、

こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
対
応
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
、
高
度
化
が
進
み
、
画
一
的

な
行
政
運
営
で
は
対
応
が
難
し
く

な
っ
て
お
り
、
市
民
と
行
政
に
よ

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
で

は
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し
、

長
期
的
な
視
点
を
も
っ
て
行
政
運

営
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
な
た
め
、
平
成
24
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

に
基
づ
き
、「
第
二
次
登
米
市
総

合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

平
成
26
年
１
月
に
市
民
５
千
人
を

対
象
と
し
た
市
民
意
向
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
市
内

の
公
共
的
な
団
体
を
対
象
と
し
た

団
体
の
意
見
を
伺
う
会
、
９
つ
の

地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
た
地
域
審

議
会
お
よ
び
９
つ
の
地
域
で
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
２
回
ず
つ
開

催
し
ま
し
た
。

　

作
成
し
た
第
二
次
登
米
市
総
合

計
画（
案
）は
、
委
員
20
人
で
構
成

さ
れ
た
総
合
計
画
審
議
会（
徳
永

幸よ
し
ゆ
き之
会
長
・
宮
城
大
学
教
授
）で

審
議
さ
れ
、
昨
年
８
月
に
答
申
を

い
た
だ
き
、
９
月
に
市
議
会
で
議

決
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

第
二
次
登
米
市
総
合
計
画
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
今
回
、
別
冊
で

配
布
し
て
い
る
「
概
要
版
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◉
計
画
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.

tom
e.m
iyagi.jp/kikaku/

dai2soukei.htm
l

）で
公
開
し
て

い
ま
す
。

◉
計
画
策
定
ま
で
の
取
り
組
み

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.city.tom

e.m
iyagi.jp/

kikaku/soukei2nd.htm
l

）で
公

開
し
て
い
ま
す
。

企
画
部
企
画
政

策
課
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将
来
医
師
と

し
て
市
立
病
院
な
ど
に
勤
務
し

よ
う
と
す
る
大
学
生

▼

大
学
１
〜
３
年
生（
２
人
程
度
）

月
額
20
万
円
以
内
▼
大
学
４
〜

６
年
生（
１
人
程
度
）月
額
30
万

円
以
内

貸
付
決
定
月
か

ら
大
学
卒
業
の
月
ま
で

詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

医
学
生
奨
学

金
貸
付
対
象
者
の
う
ち
希
望
者２

人
程
度
・
７
６
０
万
円
以
内

無
利
子
貸
し
付

け（
償
還
免
除
の
制
度
は
な
し
）

と
し
、
医
学
生
奨
学
金
貸
し
付

け
の
最
後
の
月
か
ら
10
年
以
内

に
償
還

看
護
師
養
成

施
設
に
在
学
す
る
学
生
で
、
将

来
看
護
師
と
し
て
市
立
病
院

（
診
療
所
や
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）に
勤
務
し
よ
う
と
す
る

人

７

人
程
度
・
月
額
10
万
円
以
内

貸
し
付
け
決
定

月
か
ら
、
看
護
師
養
成
施
設
を

卒
業
す
る
月
ま
で（
看
護
師
養

成
施
設
の
修
学
年
数
を
限
度
）

※
要
件
に
該
当
し
た
場
合
、
償

還
が
全
額
免
除
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

看
護
師
奨
学

金
貸
付
対
象
者
の
う
ち
希
望
者７

人
程
度
・
20
万
円
以
内

無
利
子
貸
し
付

け（
償
還
免
除
の
制
度
は
な
し
）

と
し
、
看
護
師
奨
学
金
貸
し
付

け
の
最
後
の
月
か
ら
10
年
以
内

に
償
還

２
人（
１
人
は

家
族
で
可
、
も
う
１
人
は
別
世

帯
で
独
立
生
計
を
営
む
人
）

次
の
書
類

を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
❶
貸
付
申
請
書
❷
在

学
証
明
書（
４
月
入
学
予
定
者

は
、
合
格
通
知
書
ま
た
は
入
学

通
知
書
の
写
し
。
入
学
後
在
学

証
明
書
を
提
出
）
❸
戸
籍
抄
本

❹
在
学
す
る
大
学
の
学
長
ま
た

は
学
部
長
、
看
護
師
養
成
施
設

の
長
な
ど
の
推
薦
調
書（
４
月

入
学
予
定
者
は
不
要
）
❺
そ
の

他
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る
書

類（
医
学
生
奨
学
金
等
貸
付
応

募
理
由
書
、
履
歴
書
、
健
康
診

断
書
な
ど
）
※
様
式
は
医
療
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

平
成
28
年

３
月
１
日（
火
）〜
４
月
８
日

（
金
）
※
当
日
消
印
有
効　

書
類
審
査
と
面

接
審
査（
４
月
下
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
）
※
面
接
の
日
時
や

詳
細
は
別
途
ご
連
絡
し
ま
す
。

退
学
な
ど
で
貸

し
付
け
目
的
を
達
成
す
る
見
込

み
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
貸

し
付
け
を
停
止
し
、
年
10
㌫
の

利
息
を
加
え
て
一
括
償
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

医
療
局
経
営
管
理
部
総
務

課（
総
務
係
）
〒
９
８
７
―

０
５
１
１　

宮
城
県
登
米
市
迫

町
佐
沼
字
下
田
中
25（
登
米
市

民
病
院
内
）

☎
０
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４
４
）４
７
９
５

申込書は、平日の午前８時 30 分から
午後５時 15 分まで医療局総務課で平成 28 年 1 月 20 日
（水）から配布します。郵便で請求する場合は、封筒の
表に「応募職種名」、「採用試験申込書請求」双方を朱
書きし、宛先を明記し 120 円切手を貼った返信用封筒
（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同封してください。詳細
は、市ホームページに掲載します。

平成 28 年 1 月 20日（水）～  2 月 5日（金）
※平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで（郵便の
場合は受付期間中の消印のあるものに限る）。

登米市医療局総務課（人事係）
〒 987-0511　宮城県登米市迫町佐沼字下田中 25
（登米市民病院内）　☎ 0220（21）6888


